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ヒアリングにおけるコメント回答資料

指摘事項 

Ａ： 波及的影響評価に係る検討フロー（別紙２本文の第 2.1-1 図）において，第 1図に示すと

おり「⑤検討対象施設の抽出」において検討対象から除外された施設が「⑧評価終了」とな

ることが明確になるよう修正し，各事象毎の検討フロー（別紙２本文の第 5.1-2 図，第

5.2-6 図，第 5.3-1 図及び第 5.4-1 図）と整合させた。また，修正したフローの整合性につ

いて，検討対象から除外する場合の例を用いて説明する。 

【具体的な施設による整合性の確認】 

「給排水処理建屋」を具体例として，修正した「波及的影響評価の検討フロー」と本文第

5.4-1図「損傷，転倒，落下等により建屋外上位クラス施設へ影響を及ぼすおそれのある下

位クラス施設の抽出及び評価フロー」の整合を確認する。第2図に各評価フローにおける抽

出過程及び各評価フロー間の対応を示す。 

第2図に示すとおり，修正した「波及的影響評価の検討フロー」と本文第5.4-1図「損傷，

転倒，落下等により建屋外上位クラス施設へ影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設の抽

出及び評価フロー」のどちらのフローに基づいても同じ抽出結果となる事を確認した。 
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第1図 波及的影響評価に係る検討フロー 

  

・上位クラス施設の抽出
・設計情報（配置図，系統図，外形図，設計方針等），設備運用に関する情報，地震被害情報等の収集

過去の経緯等を踏まえ，波及的影響検討における具体的な検討事象を整理し，以下の分類に対して地震被害情報
により抜けがないか確認する。
・不等沈下又は相対変位による影響
・上位，下位クラスの接続部における相互影響
・建屋内下位クラス施設の損傷等による影響
・建屋外下位クラス施設の損傷等による影響

①事前準備

設計情報，設備運用に関する情報から上位クラス施設への波及的影響を防止する配置，設計，運用
になっているか確認する。

・建屋内下位クラス施設の損傷等による影響
・建屋外下位クラス施設の損傷等による影響

・不等沈下又は相対変位による影響 (注３)

・上位，下位クラスの接続部における相互影響

大型施設か(注１)

現地調査は可能か(注２)

現地にて調査を
阻害する要因があり，
現地調査できない

〈波及的影響の有無を確認〉
抽出された下位クラス施設の詳細検討を実施し，

上位クラス施設に対して波及的影響はあるか

以下の事項について，現地調査により補完（又は再確認）する。
【判断基準】
・周辺の仮置物品は地震時の衝突，転倒及び落下により上位クラス施設の有する機能への悪影響を及ぼさないよ

う固縛措置等がとられているか
・周辺にある下位クラス施設は十分な離隔距離等により，地震による転倒，破損及び落下を想定した場合も上位

クラス施設の有する機能に悪影響を及ぼすおそれはないか
・周辺にある照明器具等は地震時に落下しても上位クラス施設の有する機能に悪影響を及ぼさない位置関係にあ

る，又は落下防止措置がとられているか
・周辺に影響を及ぼすおそれがある油タンク，水源及び配管はないか(注４)

②机上検討Ⅰ

③現地調査（プラントウォークダウン）

（注１）
建屋，屋外重要土木構造物，原子炉圧力容器，
原子炉格納容器等の大型施設は，その重量比か
ら仮置物や照明器具等の影響を受けないため机
上検討のみで判断する。

（注２）
現地調査が不可能な施設例：
狭暗部，内部構造物等機器の内部，地下に設置
される施設及びコンクリート埋設施設

（注３）
机上検討で確認し
た情報が現地の状
況と差異がないこ
とを現地確認する。

（注４）
地震に起因する火災，溢水による上位
クラス施設への影響については，それ
ぞれ火災側及び溢水側の説明書の中で
影響評価を実施する。

以下の事項について，机上検討により確認する。
【判断基準】
・周辺の仮置物品は地震時の衝突，転倒及び落下により上位クラス施設の有する機能への悪影響を及ぼさないよ

う固縛措置等がとられているか
・周辺にある下位クラス施設は十分な離隔距離等により，地震による転倒，破損及び落下を想定した場合も上位

クラス施設の有する機能に悪影響を及ぼすおそれはないか
・周辺にある照明器具等は地震時に落下しても上位クラス施設の有する機能に悪影響を及ぼさない位置関係にあ

る，又は落下防止措置がとられているか
・周辺に影響を及ぼすおそれがある油タンク，水源及び配管はないか(注４)

④机上検討Ⅱ

⑤検討対象施設の抽出
（波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設）

「上位クラス施設と下位クラス施設の離隔距離 ＞ 下位クラス施設の高さ」の場合，影響
を及ぼす可能性はないことから，該当する下位クラス施設は検討対象から除外する

⑥詳細評価

⑦対策検討・実施

⑧評価終了

［フェーズ１］
情報の収集，整理及び影響
検討対象抽出のフェーズ

［フェーズ２］
影響評価のフェーズ

（注）フロー中の①～⑧の数字は第5.1-1図，第5.1-2図及び第5.4-1図中の①～⑧に対応する。
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第2図 各評価フローにおける抽出過程（給排水処理建屋） 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 上位クラス施設に対する波及的影響を及ぼすおそれのある範囲（給排水処理建屋） 

第 5.4-1 図 損傷，転倒，落下等により建屋外上位クラス施設へ影響を 

及ぼすおそれのある下位クラス施設の抽出及び評価フロー 

②原子炉補助建屋に対して「建屋外下位クラス

の損傷等による影響」についての机上検討を

実施する。 

 具体的には，原子炉補助建屋の構造，配置及び

周辺に位置する下位クラス施設の構造，配置

等を確認し，「給排水処理建屋」を抽出する。 

 なお，原子炉補助建屋の構造等を確認する段

階で「大型施設」に該当することが判明するた

め，本文第 2.1-1 図「波及的影響評価の検討フ

ロー」においては机上検討のみで波及的影響

の有無を判断することとなる。（③④は実施し

ない。） 

⑤原子炉補助建屋と給排水処理建屋の離隔距離

及び給排水処理建屋の高さを調査し，波及的

影響を及ぼす可能性の有無を確認する。 

 具体的には，原子炉補助建屋と給排水処理建

屋の最小離隔距離は約 17.3m，給排水処理建屋

の高さは 12.3m であり，「上位クラス施設と下

位クラス施設の離隔距離＞下位クラス施設の

高さ」となるため，原子炉補助建屋に波及的影

響を及ぼす可能性はなく，給排水処理建屋を

検討対象から除外し，「⑧評価終了」となる。
※ 

第 2.1-1 図 波及的影響評価に係る検討フロー 

※給排水処理建屋については離隔距離により除

外することとなったが，下位クラス施設の構造

上の特徴，上位クラス施設との位置関係，重量

等から評価し上位クラス施設の有する機能を

損なうおそれがないと判断できる場合につい

ても，フロー上の経路は同様となる。  

①上位クラス施設として，「原子炉補助建屋」を

抽出する。 


